
1819

利用期間／10月11日㈪まで

　今年度の「観光交通実証運行」のツールとして７月17日から販売を開始した「弟子屈２daysえこパスポート」。おか
げさまで、ご好評をいただいています。
　実験もラストスパート。体育の日の10月11日までが利用期間です。今回の実験には、環境に優しい観光の提案のほ
かに、地域公共交通の活性化という目的もあります。ぜひ、皆さんもご利用ください。
　えこパスポートは、町内のＪＲやバスが２日間乗り放題で
大人1,000円、子ども500円です。通常の料金よりはるかにお
得に、バスやＪＲを利用できるえこパスポート。また、町民モ
ニターになると、さらにお得に利用できます。（右記参照）

▼ �販売場所／えこパスステーション（ＪＲ摩周駅内・ＪＲ川湯
温泉駅内）・㈱ツーリズムてしかが（川湯温泉１丁目）
※�上記以外の販売場所については、㈱ツーリズムてしかがに
お問い合わせください。

▼ �内容／ＪＲ（摩周駅～川湯温泉駅）・摩周湖バス・屈斜路バス・
町内路線バス　すべて２日間乗り放題（乗り降り自由）

▼ �特典／レンタサイクル無料（屈斜路バスに乗せられます）・
協賛店での特典いろいろ

利用料金／大人1,000円　子ども500円

　「弟子屈２daysえこパスポート」の町民モニターを
募集しています。アンケートにご協力いただけるこ
とを条件に、えこパスポートが半額でご利用になれ
ます。
　詳しくは、必ず事前にお問い合わせください。

▼モニター料金
　大人　�500円（通常1,000円）
　子ども�250円（通常　500円）
※モニターになれるのは、１人１回のみです。
❑�申し込み・問い合わせ先／役場企画財政課環境室
環境政策係☎４８２‐２９１３（課直通）まで。

問い合わせ先
えこパスステーション・摩周駅内☎０８０‐１８６６‐４７４２　川湯温泉駅内☎０８０‐１８７８‐６７４２

㈱ツーリズムてしかが☎４８３‐２１０１

”秋の弟子屈町名木ツアー”参加者募集！
　平成18年に町が「弟子屈町の名木」として指定した名木などを巡るツ
アーを、根釧西部森林管理署共催と共催で開催します。皆さん、お誘
い合わせの上ご参加ください。
　昨年同様、名木のほかに国有林内の「キンムトー」などもご案内する
予定となっています。

▼ �日時／10月17日㈰　10時～15時予定（小雨決行）
※�交通事情や道路事情などにより、終了時刻が変更となる場合があ
ります。

▼集合場所／弟子屈町公民館前　９時50分
※10時になりましたら出発します。

▼ �ツアー内容／弟子屈町の名木14本のうち半数程度と、キンムトー
などをバスで巡ります。
※自家用車などでの追行はご遠慮ください。

▼参加料／無料

▼定員／40人（定員になり次第締め切らせていただきます）

▼持ち物／お弁当・飲み物・雨具など。

▼ �申し込み方法／10月12日㈫までに、電話で申し込みください。
　　　　　　　　（受付時間／平日の８時45分～17時30分）
❑�申し込み・問い合わせ先／役場企画財政課環境室環境政策係
　　　　　　　　　　　　��☎４８２‐２９１３（課直通）まで。
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現状の洪水時水位
改修後の洪水時水位改修後の洪水時水位

河床掘削部分河床掘削部分

問い合わせ先／北海道開発局釧路開発建設部釧路河川事務所☎０１５４８３００まで。

現状の洪水時水位
改修後の洪水時水位改修後の洪水時水位

拡幅部分拡幅部分

現状･改修後の洪水時水位

かさ上げ部分かさ上げ部分
かさ上げ部分かさ上げ部分

河床掘削工法

川幅拡幅工法

かさ上げ工法




